
 県民、事業者への感染防止対策の徹底

・三密回避、マスク着用、ソーシャルディスタンスなど、感染防止対策の基本を再徹底

・感染警戒ＱＲシステム、接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）の積極的な活用推進と、

接触通知者の優先検査

・在住外国人対策の徹底（１４言語で周知）

 検査体制の強化【９補 306,671千円】

・ＰＣＲ検査能力

・地域外来・検査センター

 「自宅待機者ゼロ」（十分な病床・宿泊療養施設確保）

・病床は最大６２５床、宿泊療養施設は５圏域に４６６室確保

 インフルエンザ流行期に備えた体制の整備

・地域の身近な医療機関で季節性インフルエンザや新型コロナウイルス感染症の

検査が簡易・迅速に行えるよう県医師会と県病院協会と連携し、抗原簡易キット

による検査を大幅に拡充

 医療機関等への支援

・血液浄化装置やＣＴ撮影装置などの設備導入への支援【９補 648,379千円】

・受入患者数に応じた協力金の増額【予備費 606,000千円】

 医療用防護具（サージカルマスク、Ｎ９５マスク、医療用ガウンなど）の県備蓄拡大

 高齢者・障がい者福祉施設への支援

・感染発生時、施設間での応援職員派遣など相互支援を実施（8/18に関係５団体と

協定を締結）【９補 4,997千円】

・施設の感染症対策指導のための専門家派遣、施設職員への研修、訓練の実施

・衛生資材（サージカルマスク、医療用ガウンなど）の購入、簡易陰圧装置などの

設置支援【９補 616,273千円】

１ 感染防止・医療福祉対策

 学校行事（秋・冬）の感染予防

・校外活動は日帰り、日帰り県内修学旅行を支援【９補 232,141千円】

・送迎中の三密解消のため、臨時スクールバス増車運行の延長【９補 363,276千円】

・体育祭（運動会）は、学校の状況に応じて、来場者の制限や観覧スペースを限定。

新型コロナウイルス感染症総合対策 ～新たな波に備えて～

 第６次補正予算「９補」 ６６．６億円（第１次～第６次 １，３８２億円）

 ストップ「コロナ・ハラスメント」宣言

 雇用対策・生活支援

・雇用維持・継続人材マッチング事業(企業開拓、特設サイトの開設)【９補 10,020千円】

・離職者雇用企業給付金の増額【予備費 240,000千円】

・新型コロナの影響による収入減世帯への貸付金の増額【９補 1,047,000千円】

 観光対策

・宿泊施設改修補助金の第２次募集（第１次(～8/31)で２４３件、約５億円）

【９補 100,000千円】

・「安心ステイ～ほっと一息ぎふの旅」キャンペーンの継続実施

（県民向け県内観光を基本に､「平日｣「閑散期」に重点対応）

・「家族で県内修学旅行プラン（仮称）」の実施【９補 42,700千円】

 資金繰り対策

・資金借入に必要な信用保証料の補給金増額【９補 389,000千円】

 「新たな日常」への対応

・サテライトオフィス誘致推進補助金の増額【９補 180,000千円】

・サテライトオフィス誘致マッチングを支援【９補 3,850千円】

・デジタル変革推進事業費補助金の増額【９補 123,555千円】

２ 経済・雇用対策

１０月までに１０カ所現在８カ所

３カ月分
現 在
１カ月分

当初(2月)
40件/日

現 在
802件/日

全自動検査
機器導入等

年度内
約1,800件/日

３ 教育対策

第１・２弾 → ３万人、第３～５弾 → ７万人 １０万人泊の需要創出

秋頃
約1,000件/日


